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ほどが参加、砂利敷の村道を掃いたり、溜池端に積ったゴミを整理

しでいました。 これには、市建設課と生活環境課のシコベルローダ 

ーやトラノクも LiiI-I I動、部落の環境整備に側山から応援しました己 地区から始まつておりますn 毘沙門では、野良着姿の部落民120 人 
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おらが村を きれいに 
市民の自主的な参加による「環境整備連動］が 7 月 3 日の毘沙門 

七
月
九
H
 

（水
〕
曇
タ

方
雨
。
四
時

四
十
分
，
八
 

聾
）
「繊
 

乗
し
て
水
野
 

尾
、
富
舛
部
落
の
生
活
環
境
整

備
運
動
に
出

る
。
水
野
尾
公
民

館
の
前
に
は
元
支
所
長
の
太
田

繁
太
郎
さ
ん
ら
部
落
の
方
々
が

待
ち
こ
が
れ
て

い
て
 
「ヤ
ア

ー
 

「
オ
ー
」
 
と
人な
つ
こ
い
挨
拶

か
ら
作
業
が
開
始
さ
れ
る
。
 

今
年
か
ら
は
従
米
の
道
路
愛

護
運
動
に
加
え

て
、
不
法
投
棄

さ
れ
た
ゴ
ミ
の
除
去
処
理
、
側

溝
の
済
掃
等
を
行
な
い
 
「生
活

環
境
整
備
運
動
」
と
銘
打
っ

て

地
域
の
環
境
保
全
を
強
化
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
『t
橋
の
快
、
 

川
べ
り
、
村
は
ず
れ
な
ど
の
ゴ

ミ
の
ぶ
ざ
ま
な
山
は
ど
こ
で
‘
 

よ
く
見
う
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
水
野
尾
も
そ
の
例
外

で
は
な
く
、
二
個
所
の
ゴ
ミ
の

山
を
片
づ
け
る
（
 

す
で
に
七
月
三
ロ
か
ら
こ
の

運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
が
、
 

こ
の
ニ
ュ
ー
ル
ソ
ケ
・
な
市民
運

動
に
地
域
の
方

々
が
ど
う
対
応
 

L

て
く
れ
る
か
懸
念
さ
れ

て
お

っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
、
 

三
上
生
活
環
境
課
長
、
同
小
由

桐
補
佐
、
八
木
橋
建
設
課
長
、
 

荒
谷
同
係
長
ら

と
、
運
動
の
終
 

,，
た
松
島
、
長
富
毘
沙
門
地
区

を

一
巡
し
た
が
、
各
部
落
と
も

恥
部
が
き
れ
い
に
片
づ
け
ら
れ

て
い
て
、
地
域
の
方

み
、も
新
た

な
フ
ア
イ
ト
で
運
動
に
参
加
し

で
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
 

見
た
限
り
の
感
じ
で
は
今
後
の
 

成
果
が
大

い
に
期
待
さ
れ
た
。
 

途
中
新
農
業

セ
ン
タ
ー
に
立
寄

っ
た
が
、
明
治
神
宮
か

ら
分
け

て
も
ら
。
た
あ
や
め
の
原
種
が

み
ご
と
に
開
花
し
香
り
を
放
っ

て
い
た
。
 

野
里
地
区
の
不
燃
物
捨
て
場

で
は
七
時
頃
と
い
う
の
に
作
業

員
が
進
人
道
路
の
舗
装
や
側
溝

工
事
の
作
業
準
備
を
し

て
い
た
ウ

ゴ
ミ
の
現
場
で
は
プ

ル
で
覆
土
 

L
た
後
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
分

な
ら
カ
ラ
ス
も
集
ら
な

い
だ
ろ

う
と
内
心
ほ
っ
と
す
る
。
万
，
 

の
場
合
に
備
え
、
沢
の
一
部
を

せ
き
止
め
防
火
用
水
が
確
保
さ

れ
て
あ
る
の
で
、
ポ
ン
プ
の
配

置
を
早
め
な
け
れ
ば
と
思
う
。
 

長
野
運
転
手

に
よ
ろ
し
く
頼
ん

で
帰
る
。
 

九
時
頃
帰
宅
し

た
ら
来
客
が

数
組
あ
っ

て
テ
ン
テ
コ
舞
い
し

た
が
、
今
ロ
は
か
ね
て
懸
案
中

で
あ
っ
た
松
野
木
川
改
修
工
事

と
県
営
圃
場
整
備
事
業
の
調
整

費
一
億
一
二
五
O
万
円
確
定
の

朗
報
が
入
り
、
こ
の
方
も
一
安

心
で
あ
る
。
 



支給額は 

I企業あたり 8万円です 

申請は 

育児休業によつて勤労婦人が3 カ 

月間休業した日からおこなうことが 

できます0 ただし、申請期限は 3 カ 

月間です’ 

申請の手続は 

事業所を管轄する婦人少年室に中 

請書に必要な書類をそえて提HIして 
ください。 

申請書は婦人少年室にそなえつけ 

てあります。 

支給は 

都道府県雇用保険課から取引銀行 

を通じておこないます。 

お問いあわせやご相談は 

青森婦人少年室（青森市中 

央 3 丁目20の11）ノ、 

4 月から雇川保険事業のひとつと

して、 「育児休業奨励金制度」がス

タートしました。 

育児休業とは 

◇勤労婦人福祉法第11条にもとづく
もので事業 Eが勤労婦人のためにお

こなう福祉措置のひとつです。◇乳

幼児をもつ勤労婦人が希望した場合、 

一定期間、育児のために休業した後、 

再び復職する制度をいいます，, 

奨励金はこんな場合に受けられます 

◇育児休業を新たに実施した場合そ 

の育児休業には次の 3点が必要です 

1 労働協約または就業規則に定め

られている二と 

2 休業期間は少くとも子供が満 I 
歳になるまで利用できること 

3 利用できる者か‘方働者の一部に

限られていないこと 

育児休業奨励金制度のご利用を 

自
衛
隊
 
防

衛
庁
 

二
等
陸
・
海
・
空
士
募
集
 

▽
募
集
期
問
 
七
月
一
日
ー
 
」

ハ
三
、
五
〇
〇
円
 

九
月
三
十
日
 

と
な
り
ま
す
。
 

▽
応
募
資
格
 
十
八
歳
以
上
 

▽
上
級
学
校
へ
進
学
も
 

二
十
五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
 

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
得
 

有
す
る
者
（
女
子

は
陸
上

の
み
）

た
い
人
は
、

定
時
制
ま
た
は
通
 

▽
志
願
手
続
き
 
市
窓
n
サ
 

信
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
 

ー
ビ
ス
課
、
募
集
事
務
所
 

ま
す
o
 

▽
幹
部
へ
昇
任
 

ま
た
、
大
学
の
夜
間
部
へ

の

▽
特
典
 
身
分
は
、
持
別
職
 

通
学
や
通
信
教
育
も
受
け

る
こ
 

国
家
公
務
員
で
す
。
 

と
が
で
き
ま
す
か
ら

心
が
け
し

給
与
 

初
年
度
俸
給
月
額
 

だ
い
で
上
級
学
校
卒
業
の
資
格

五
八
、

二
〇
〇
円
 
十

カ
月
 

を
得
る
こ
と
や
各
種

技
術
学
校
 

た
て
ば

一
士
に
昇
任
し
 

へ
通
学
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
Q
 

明
る
く
住
み
よ

い
社
会
を
 

社
明
運
動
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
 

街
頭
献
血
の
 

お
知
ら
せ
 

人権相談所を開設 税
金
は
、
納
期
内
に
自
主
納
付
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
 

今
月
は
、
固
定
資
産
（

二
押
」
と
国
民
健
康
保
険
税
（
一
期

分
）
の
納
期
で
す
。
市
税
、
市
営
住
宅
料
、

児
童
委
託
料
を

納

め
る
と
き
は
、
市
内
金
融
機
関
ま
た
は
、

市
会
計
課
内
青
森
銀

行
派
出
所
お

よ
び
各
支
所
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
と
き
 
七

月
二
十
三
日
（
 

水
）
午
前
十
時
 

ー
午
後
三
時
 

▽
と
こ
ろ

本
町
「
中
三
」
 

デ
バ
ー
ト
五
階
 

相
談
内
容

相
続
権
な
ど

の

民
事
、
家
庭
、
 

境
界
問
題
な
ど

法
律
相
談
、
 
一

般
の
心
配
ご
と

な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

相
談
の
内
容
は
、

秘
密
扱
い

し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
相
談
員
（
人

権
擁
護
 

委
員
）
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

首
藤
法
務
局
五
所

川
原
支
局

長
、
阿
部
芳
五
郎
、

尾
崎
正
雄

今
良
太
郎
、
伊
藤
角
右
工
門
、
 

笠
井
儀
作
、
佐
々
木
初
海
、
平

山
ス
ェ
、
福
士
行
男
、
石
井
福

太
郎
 

（
敬
称
略
）
 

七
月
十
七
日
午
後
一
時
半
か

ら
三
時
ま
で
五
所

川
原
駅
前
で

採
血
車
に
よ
る
献
血
を
お
こ
な

い
ま
す
。
 

自
分

の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
 

会
社
の
た
め
献

血
し
ま
し
よ
う
。
 

梅
雨
あ
け
と
と
も
に
暑
い
本

格
的
な
夏
が

や
っ
て
き
ま
す
。
 

暑
さ
に
と
も
な
っ

て
、
毎
年
 

②
 

多
く
な
る
の
が
、
子
供
の
水
難

事
故
で
す
。
子
供
の
、
水
難
事
 

h
 
"
 

故
は
、
交
通
事
故
を
上
回
っ
て

い
る
の
が
毎
年
の
実
情
で
す
。
 

危
険
な
場
所
で

遊
ん
で

い
る

幼
児
や
、
水
泳
禁
止

区
域
で
泳
 

「社
明
運
動
」
と
は
、
ご
承

知
の
と
お
り
社
ム
ム
を
明
る
く
す

る
運
動
で
、
毎
年
七
月
全
国
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
地
区
保
護
司
会
で

も
、
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
ま
で
の
ー
カ
月
間
、
B
B
 

s
会
、
更
生
保
護
婦
人
会
、
市

な
ど
関
係
団
体
の
ご
協
力
に
よ

り
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

私
た
ち
は
、
誰
れ
で
も
幸
せ

を
求
め
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ

に
は
明
る
い
家
庭
と
住
み
よ
い

環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
先
決
だ

と
思
い
ま
す
。
 
 

い
で
い
る
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
 

声
を
か
け
や
め
さ
せ
る
よ
う
に

し
ま
し
よ

・フ
。
 

〈
水
 泳
〉
 

水
難
事
故
防
止
に
 

、
井
戸
、
た
め
池
、
用
水
堰
 

な
ど
の
危
険
個
所
に
は
防
護
サ
 

ク
を
設
け
よ
う
 

▽
水
泳
場
に
は
、

監
視
員
を
 

暴
力
と
犯
罪
と
青
少
年
の
非

行
が
起
ら
な
い
よ
う
、
お
互
い

協
力
し
あ
っ
て
、
こ
れ
を
防
ぎ

明
る
い
清
ら
か
な
社
会
が
建
設

さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。
 

（
五
所
川
原
地
区
保
護
司
会
）
 

臨
時
運
行
の
手
 

数
料
が
引
上
け
 

七
月
一
日
か
ら
、
自
動
車
の

臨
時
運
行
許
可
申
請
手
数
料
が
、
 

一
両
二
百
円
か
ら
四
百
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 
 

置
き
、
無
理
な
水
泳
は
さ
せ
な

い
よ
・
っ
に
 

▽
危
険
な
場
所
で

の
遊
び
に

は
声
を
か
け
や
め
さ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。
 

免
除
は
早
め
に

鯉
 

家
討
が
苦
し
か
っ
た
り
、
失

業
や
災
害
な
ど

の
た
め
、
保
険

料
を
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ

な
い
人
に
一
時
保
険
料
の

納
付

を
免
除
す
る
制
度
が

設
け
ら
れ

て
い
ま
十
。
 

か
け
金
の
免
除
に
は
、
国
民

年
金
の
障
害
年
金
や
母
子
福
祉
 

年
金
な
ど
を
う
け
、
生
活
扶
助

を
う
け

て
い
る
と
き
に
は
、
そ

の
こ
と
を
届
け
る
だ
け
で
免
除

さ
れ
る
方
法
と
、
か
け
金
を
納
 

め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き

そ
の
こ
と
を
申
請
し
県
知
事
の
 

承
認
を
う
け
て
免
除
さ
れ
る
方
 

法
と
が
あ
り
ま
す
。
 

．
ど
う
し
て
も
か
け
金
を
納
め
 

ら
れ
な
い
、
と
い
う
人
は
早
め

に
市
健
康
年
金
課
へ
申
し
出
て

ノ
、
だ
さ
い
‘
一
 

子
供
を
水
の
犠
牲
か
ら
守
ろ
う
 ー
ヌ
 

ェ
 

×
 

r
 



ー
す
す
む
し
教
 

ー
室
 
を
開
設
L
 

▽
主
催
 
市
中
央
公

民
館
 

▽
対
象
 
市
内
の
小

中
学
生
 

昨
年
か
ら
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
ス
ズ
虫
が
、
 

こ
と
し
は
八
百
位
い
生

ま
れ
ま
し
た
。
参
加
希

望
者
は
、
市
中
央
公
民

館
に
お
申
込
み
く
だ
さ
 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で

ん
わ
 

⑤4321番 

道
 

柔
 

2
 

血
 

柔
道
の
試
合
は
、
七
十
ジ
の

高
さ
の
台
上
に
、
二
三
二
畳
の

畳
を
敷
き
つ
め
、
そ
れ
を
二
面

に
区
分
し
、
全
国
四
十
七
県
の

精
鋭
が
三
日
間
に
わ
た
っ
て
栄

勉
を
競
う
も
の
で
あ
る
。
 

個
人
戦
が
な
く
、
団
体
戦
だ

け
で
あ
る
が
、
総
数

一
四
一
試

合
で
成
人
男
子
は
、
監
督
、
選

手
で
、
各
県
五
名
、
教
員
は
三
 

名
、
少
年
男
子

（
主
と
し
て
高

校
）
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
総
数
五
六
四
名
で
大
会
役
員

二
〇
〇
名
、
審
判
員
四
〇
名
を

加
え
る
と
八
〇
四
名
と
い
う
数

に
な
り
応
援
団
や
関
係
者
を
入

れ
る
と
、
軽
く
一
〇
〇
〇
名
は

突
破
す
る
こ
と
と
思
う
。
試
合

の
間
に
投
げ
の
型
、
古
式
の
型

柔
道
舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
観

客
を
興
奪
の
渦
に
巻
き
こ
む
も

の
と
今
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

開 設 日 対 象 教室の種類 

市中央公民館 

ク 

五所川原料理学院

市中央公民館 

ク 

ク 

ク 

ク 

道 会 館 

市中央公民館 

花
 
道
 
理
 着物の着付 

生
 
茶
 料
 

道
 
道
道
 
画
 
虫
 

ず
 

柔
 
剣

弓
絵
 
す
 

書 道 

毎週月・火・木曜日 	io: 00--12: 00 
毎月第 1・第 3火曜日 l3: 00-15:00までほか 

毎月1回（学院の日程による） 

毎月第 3火曜Fl 	io: 00-12:00 
Ilo:00- 12：叩（ー般） 

I15 :00-i?・00 (児童） 

毎週月・水・金曜日 毎週月 	水 	金曜日 	
｛15:00-17:00 (!MI)
17:00-  21:00 (-*U 

毎週月・水・金曜日 	17:30-19:30 
毎週火・土曜日 	ig: 00-21:00 
毎月第 2・第 4土曜日 	icAd 叩-20:00 
毎月I回（計画中） 

毎週火・金曜日毎週火 金曜日 

ク
 

ク
 

程
 

[
]]
 

環境整備運動 

	後半の 

八
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま

で
、
県
下
各
警
察
署
に
行
方
不

明
者
、
家
出
人
を
さ
が
す
相
談
 

し
た
。
 

●

自
殺
す
る
と
言
い
残
し
て

家
出
し
た
。
 

●

そ
の
他
な
ん
ら
か
の
事
情

で
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

所
を
開
設
し
ま

す
。
み
な
さ

A
 

の
家
族
や
縁
者

で
、
 

桁
方
午
胡
を
お
さ
が
し
の
方

へ
 

家
出
人

札
談
加
難
乳

お
知
ら
せ
 

な
ど
の
方
は
、
 

も
よ
り
の
警
察
署

に
相
談
に
お
い
で

・

く
だ
さ
い
。
 

●

病
気
を
苦
に
し
て
家
出
し

た
。
 

●

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
家
出
 

●
家
出
後
、
相
当
年
数
が
た

っ
て
い
る
の
に

一
度
の
音
信
も

な
い
。
 

全
国
か
ら
の
手
配
や
写
真
を

準
備
し
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

（
五
所川
原
警
察
署
）
 

五
所
川
原
郵
便
局
の
簡
易
保

険
払
込
団
体
代
表
者
連
合
会

（
 

佐
藤
喜
丈
会
長
、
加
盟
六
三
団

体
）
は
、
こ
の
ほ
ど
定
時
総
会

を
開
き
新
し
い
事
業
計
画
に
、
 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
こ
と

し
も
、
 
「あ
な
た
の
教
室
」
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。
 

希
望
者
は
、
市
中
央
公
民
館
 

（電
話
⑤
二
三
五
二
番
）

へ
お

間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
み
な
さ
ん
の
要
望
に

よ
り
い
ろ
い
ろ
な
学
習
研
究
会

な
ど
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
 

市
で
は
、
七
月
一
二

日
か
ら
五
十
年
度
の
 

「環
境
整
備
運
動
」
 

を
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
が
下
旬
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
飯
詰
 
十
七
日

十
八
日
 

▽
栄
 
一
一
十
一
日
、
 

一
一
十一
一
日
。
 

▽
梅
沢
 
一
一
十一
二

日
、
二
十
四
日
。
 

▽
長
橋
 
二
十
五
日
、
二
十

六

H
、
二
十
八
日
。
 

▽
七
和
 
二
十
九
日
、
三
十

日
、
三
十
一
日
。
 

「第
五
回
簡
保
加
入
者
慰
安
素

人
演
芸
大
会
」
 
の
開
催
な
ど決

め
ま
し
た
。
 

ま
た
、
局
に
対
す
る
次
の
要

望
事
項
も
決
議
し
ま
し
た
。
 

の
団
体
保
険
料
割
引
率
の
現

行
率
を
そ
れ
ぞ
れ

一
％
引
き
上

げ
ら
れ
た
い
。
 

の
保
険
金
最
高
加
入
制
限
額

を
大
巾
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
い
。
 

命
y最
高
加
入
者
年
齢
を
七
十

歳
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
い
、
 

な
ど
。
 

お
と
し
よ
り
に
お
願
い
 

「老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
 

が
、
七
月
一
日
か
ら
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
病
院
な
ど
で
診
療

を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新
し

い
受
給
者
証
を
病
院
な
ど
の
窓

口
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

受
給
者
証
を
持
っ
て
行
か
な

い
と
、
自
己
負
担
分
を
取
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

   

保
連
総
会
で
 

   

素
人
演
芸
大
会
な
ど

決
め
る
 

/
 

ー
新
し

い
受
給

者
ゴ
 

証
を
窓
口
に
ー
 



(3、社会科学） 

前尾 繁三郎 日
 

毎

借
日
 放

 
本
 

社

社
社
 坂

 

聞
 

如
 

新

成
送
 

生
西

・
川
 

社
社

社

間
論
想

新
 
公
 m心

日
央
会

朝
中
社
 

忠 

潤 

彰 

越

川
本
 

「
務

本

ト
 

一
  

岡
モ
法
 

i胃 

ツ
 
出
一
 

・

ノ
 

、
、、
 

小
早

法
 

北の星委員会 

日 本顕彰会 

青 山 広 志 

ム
瓦
 
ムお
 
社
 

破

彰

論

畔
顕
評
 

勤
本

化

北
 
日
文
 

国 説 庁 

弘 荊 相 Ii 

’ト阿弥小委員会 

県議会事務局

和 田 邦 平

川上源太郎

須 長 茂 推 

法
書
 『

」
労
 

報
 

政 の 心 ‘9 毎 日 新 聞社

幼年みんわ全12巻 ＋ 借 成 社

入問のための教育 ク 日本放送出版社

全 S巻 

これからの大学 p 朝 日 新 間 社

飢 え の 構 造 中 中 央 公 論 社

近代文学に於ける 4 社 会 想 想社 

「家」の携遺 

企業 革 命 論 ク ‘、 

-Tメリカ株式会社 48 早 川 書 房

別法改正をどう 49 法務省刑事局

考えるカ・ 

詩選集「北の星」 。北五小中学校長会

社会貢献者事績集 。 日 本 顕 彰 会

芦川恵之助先生 ク 文 化 評 論 社

綴方教室 

49'年度 	 ウ国 税 庁 

私たちの悦金 

弘前相互銀行 

五十年志 

小阿弥小学校 

百年史 

県議会掃報と資料 

日本の民族（兵庫） 。 第 一 法 規 

学控は死んだ タ 二 ま 書 房 

ど ぶ 川 学級 り労 働 旬 報 社 旬
 

一
 ま

働
 

長
 

規

房
社
 

3歳児の健康診断をおこないます 

みなさん、ご承知のとおり 3歳児は間麗児とも

言われているほど重要なEl寺期です［ュ生まれでから 

3歳までの身体、知能、歯その他の成長を診察し

その結果異常であるお子さんについて医師、保健 

婦カサ旨導します。 

該当する赤ちゃんには、必ず検診を受什させま 

しょう。 

対象になる赤ちゃん 昭和46年1月I日から昭 

和46年12HSi 日ま・でに生まれた幼児。 

日程は、次のと才了りです心 

警
察
署
の
有
線
放
送
で
、
午

後
五
時
三
十
分
、
午
後
八
時
の

二
回
 
「愛
の
メ
ロ
デ
イ
ー
」
を

流
し
ま
す
。
 

▽
五
時
三
ト
分
の
メ
ロ
デ
 

.1
・
ー
 

子
ど
も
は
、
遊
び
を
や
め
て
 

愛
の
メ
ロ
デ
イ
ー
 

蹴l区名 検診会場 検諭明11 受1十日寺間 

五小学区 
三 	好 

中央公民館 7H24u 13 】 30- H 】 30 

南中
 
学
 

（メ
“I
I
 

 

ク 7H25日 . 

松島団地 
松島‘七和 

ク 7H29ト~ タ 

毘沙 P' 
栄一梅沢 

ク V ii 30日 ル 

飯長
 
詰

橋
 

り 7 月31日 ケ 

．子
」
―
一

多
，一
，
『
タ
二
／』

 ご
一
 

／
ン。
．
 

家
庭
の
み
な

さ
ん
 

子
ど
も
さ
ん
が
長
い
夏
休
み
に
は

い
り
ま
す
。
七
月
二
十
一
一

日
ー
八
月
ニ
十
三
日
の
夏
休
み
中
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
学
校

で
じ
ゆ
う
ぶ
ん
指
導
し
て
お
り
ま
す
が
、
交
通
事
故
や
永
死
事

故
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
 

へ
」
柳
 

ノ
 

m
 

O
午
後
五
時
半
 

O
午
後
八
時
 

う
ち
へ
帰
り
ま
し
よ
う
 

▽
八
時
の
メ
ロ
デ
イ
ー
 

子
ど
も
の
寝
る
時
間
で
す
 

おしらせ I 

4
【
 

住
み
よ
い
 
わ

4
1
 

環
境
づ
く
り

ー

島
 

生
活
環
境
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

種痘（ほうそう ) のお知らせ 

「買いものは親子で 
,ゴE心二 ．、-I 

と
さ
せ
ま
し
よ
う
。
 

〇
持
物
、
服
装
、
そ
の
ほ
か

気
に
か
か
る
よ
う
な
変
化
が
み

ら
れ
た
ら
、
 一
応
赤
信
号
と
思

っ
て
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

c
子
ど
も
に
た
ば
こ
を
買
わ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
‘
フ
。
 

子
ど
も
の
外
出
時

に
は
、
行
き
先
な
ど

を
必
ず
た
し
か
め
ま

し
よ
・
フ
。
 

O
デ
パ
ー
ト
な
ど

の
万
引
が
多
く
な
る

季
節
で
す
。
買
い
も

の
は
親
子
で
す
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
・フ
。
 

O
不
良
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
誘
惑
の
手
が

の
び
る
時
期
で
す
。
 

誘
惑
さ
れ
な
い
よ
う
、
 

生
活
態
度
を
き
ち
ん
 

毎年おこなっている乳幼児の種痘（ほうそう） 

を下記の日程でおこないます。 

▽対象者 生後 6カ月か ' 24 fl月までの乳幼児 

（ただし、ことしの2 月26日から 31j6日まで種

痘を受けて出ないお子さん、また、つごうによ十〕 

受けないお子さんは、今回接種するように願いま

す。 対象外の幼児巴プ”まだ受けていないお rさんが

ありましたら、念りに記入し接種会場の医師と相

談し受けてくだき、‘ 

マ当日 会場が混みあ I.. 1. ますので、接種を受け

る日の朝、体温をはかってきてください。 

口程は次のとお・りです。 
新着図書のご案内 子

ど
も
と
い
っ
し
ょ
の
外
出
 

時
は
、
交
通
安
全
の
実
地
指
導

の
よ
い
機
会
で
す
。
 

路
上
で

遊
ば

な
い
〈
交
通
、
水
難
事
故
防
止
 

地 区 名 接種会爆」 ~接種期Li 時 	聞 選師名 腕査期日 時 問 

五小学区・栄
七和・長橋 4

1
 

央
 
公
 
民
 

ー
  
ー
  

7
 

月
 
z
2
 

日
  

13:3lト・・ 
j4: 30 小 原 B 月 2［」 

9:3ひ～ 
12:00 

~ 
【

ー
 

ワ
ー
 

月
 

。
一
 

q
u
 

口
」
  

・， 佐寺水 * り 授島断地・投島 
毘沙門‘中川・三好 

南小学区 
梅沢・飯詰 

中 7月26日 ' 三 上 り り 

マ予防接種の際，母子手帳を持参 t てくださ t ’戸 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

▽
道
路
で
の
自
転
車
遊
び
と

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
遊
び
は
、
 

だ
れ
で
も
注
意
し
て
や
め
さ
せ

ま
し
ょ
・
フ
。
 

▽
中
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
の

無
謀
運
転
が
多
い
よ
う
で
す
o
 

と
く
に
、
高
校
生
の
夜
九
時

す
ぎ
の
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

▽
水
泳
禁
止
区
域
で
の
水
泳

は
絶
対
さ
せ
な
い
よ
う
に
。
ま

た
み
た
と
き
は
注
意
し
で
学
校

に
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
 

▽
海
や
山
へ
行
く
と
き
は
、
 

学
校
に
屈
出
す
る
こ
と
に
な
っ

で
い
ま
す
。
 

学
校
の
夏
休
み
期
間
中
、
次

の
団
体
関
係
者
が
巡
回
補
導
い

た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
市
青
少
年
問
題
協
議
会
、
 

市
教
育
委
員
会
、
市
学
校
警
察
 

支
給
対
象
の
遣
族
 

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
、
 

昭
和
五
十
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
の
間
に
公
務
傷
病
等
で
死
亡

し
た
軍
人
、
軍
属
、
準
単
属
等

の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
年
四
月

一
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
、
公

務
扶
助
料
等
を
受
け
る
権
利
を

有
す
る
遺
族
が
い
な
い
場
合
は

持
別
弔
慰
金
二
十
万
円

（
国債
 

）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
前
回
の

特
別
弔
慰
金

（
三
万
円
）
を
支

給
さ
れ
で
い
る
遣
族
も
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
 
（窓
ロ
サ
ー
ビ

ス
課
）
 

特
別
弔
慰
金
の
 

受
付
開
始
 

連
絡
協
議
会
、
青
少
年
育
成
県

民
運
動
推
進
協
議
会
 

五
所
川
原
市
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
、
五
所
川
原
地
区
少
年
補

導
協
力
員
連
絡
会
 


